
明
治
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日

第
三
種
郵
便
物
認
可

〇

〇

（
処
分
通
知
等
に
係
る
電
子
情
報
処
理
組
織
）

第
七
条

情
報
通
信
技
術
活
用
法
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
電
子
情
報
処
理
組
織
は
、
国

家
公
安
委
員
会
又
は
警
察
庁
長
官
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
と
処
分
通
知
等
を
受
け
る
者
の
使
用
に
係
る
電

子
計
算
機
で
あ
っ
て
国
家
公
安
委
員
会
が
定
め
る
技
術
的
基
準
に
適
合
す
る
も
の
と
を
電
気
通
信
回
線
で
接
続

し
た
電
子
情
報
処
理
組
織
を
い
う
。

﹇
条
を
加
え
る
。﹈

（
処
分
通
知
等
の
手
続
）

（
処
分
通
知
等
の
手
続
）

第
八
条

国
家
公
安
委
員
会
又
は
警
察
庁
長
官
は
、
処
分
通
知
等
を
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
に
よ

り
行
う
場
合
に
は
、
当
該
処
分
通
知
等
の
内
容
を
国
家
公
安
委
員
会
又
は
警
察
庁
長
官
の
使
用
に
係
る
電
子
計

算
機
か
ら
入
力
し
て
、
処
分
通
知
等
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
七
条

国
家
公
安
委
員
会
は
、
前
条
の
処
分
通
知
等
を
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
行
う
場
合
に
は
、
当

該
処
分
通
知
等
の
内
容
を
情
報
通
信
技
術
利
用
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
電
子
計
算
機
の
う
ち
国
家
公
安

委
員
会
の
使
用
に
係
る
も
の
か
ら
入
力
し
て
、
処
分
通
知
等
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
国
家
公
安
委
員
会
又
は
警
察
庁
長
官
は
、
当
該
処
分
通
知
等
に
係
る
事
項
に
つ
い

て
の
情
報
に
電
子
署
名
を
行
い
、
当
該
電
子
署
名
に
係
る
電
子
証
明
書
と
併
せ
て
こ
れ
を
送
信
す
る
も
の
と
す

る
。

２

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
国
家
公
安
委
員
会
は
、
当
該
処
分
通
知
等
に
係
る
事
項
に
つ
い
て
の
情
報
に
電
子

署
名
を
行
い
、
当
該
電
子
署
名
に
係
る
電
子
証
明
書
と
併
せ
て
こ
れ
を
送
信
す
る
も
の
と
す
る
。

（
処
分
通
知
等
の
到
達
時
期
）

﹇
条
を
削
る
。﹈

第
八
条

情
報
通
信
技
術
利
用
法
第
四
条
第
三
項
の
規
定
は
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
行
わ
れ
た
処
分
通
知

等
の
到
達
時
期
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
処
分
通
知
等
を
受
け
る
旨
の
表
示
の
方
式
）

第
九
条

情
報
通
信
技
術
活
用
法
第
七
条
第
一
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
方
式
は
、
次
の
各

号
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
方
式
と
す
る
。

﹇
条
を
加
え
る
。﹈

一

処
分
通
知
等
に
係
る
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
行
う
識
別
番
号
及
び
暗
証
コ
ー
ド
の
入
力

二

電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
に
よ
り
処
分
通
知
等
を
受
け
る
こ
と
を
希
望
す
る
旨
の
国
家
公
安

委
員
会
又
は
警
察
庁
長
官
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
行
う
届
出

（
処
分
通
知
等
の
う
ち
に
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
に
よ
り
行
う
こ
と
が
困
難
又
は
著
し
く
不
適

当
と
認
め
ら
れ
る
部
分
が
あ
る
場
合
）

第
十
条

情
報
通
信
技
術
活
用
法
第
七
条
第
五
項
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
場
合
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合

と
す
る
。

﹇
条
を
加
え
る
。﹈

一

処
分
通
知
等
を
受
け
る
者
に
つ
い
て
対
面
に
よ
り
本
人
確
認
を
す
る
必
要
が
あ
る
と
国
家
公
安
委
員
会
又

は
警
察
庁
長
官
が
認
め
る
場
合

二

処
分
通
知
等
に
係
る
書
面
等
の
う
ち
に
そ
の
原
本
を
交
付
す
る
必
要
が
あ
る
も
の
が
あ
る
と
国
家
公
安
委

員
会
又
は
警
察
庁
長
官
が
認
め
る
場
合

（
都
道
府
県
公
安
委
員
会
等
に
係
る
手
続
等
）

（
都
道
府
県
公
安
委
員
会
等
が
行
う
処
分
通
知
等
）

第
十
一
条

都
道
府
県
公
安
委
員
会
等
（
都
道
府
県
公
安
委
員
会
、
警
視
総
監
、
道
府
県
警
察
本
部
長
又
は
警
察

署
長
を
い
う
。）に
係
る
手
続
等
の
う
ち
、
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
そ
の
他
の
情
報
通
信
の
技
術

を
利
用
す
る
方
法
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
は
、
都
道
府
県
公
安
委
員
会
が
定
め
る
。

第
九
条

都
道
府
県
公
安
委
員
会
等
が
行
う
処
分
通
知
等
の
う
ち
、
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
行
う
こ
と

が
で
き
る
も
の
は
、
都
道
府
県
公
安
委
員
会
が
定
め
る
。

２

前
項
に
規
定
す
る
手
続
等
を
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
そ
の
他
の
情
報
通
信
の
技
術
を
利
用
す

る
方
法
に
よ
り
行
う
場
合
に
つ
い
て
は
、
都
道
府
県
公
安
委
員
会
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

２

前
項
に
規
定
す
る
処
分
通
知
等
を
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
行
う
場
合
に
は
、
都
道
府
県
公
安
委
員

会
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

令和元年月日 金曜日 (号外第号)官 報 (分冊の)
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